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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新生紙化工業株式会社
取締役社長　　横山　悟史　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．以下について具体的な環境目標を定め、実施計画を立て、継続的改善に努めます。

①二酸化炭素の削減　（電力・都市ガス・自動車燃料の削減）

②廃棄物の削減　　　　（一般・廃プラ）

③水使用量の削減

④化学物質の管理（VOC)

⑤製品への環境配慮

３ ．合同推進室の確立により、コミュニケーションの強化、業務改善を総合的に取り組みます。

４ ．当社のために働くすべての従業員にこの環境方針を周知します。

制定日： 2006年12月25日

改定日：

　環境保全が経営の重要課題であることを踏まえ、環境経営システムを構
築・運用し、全社一丸となって自主的・積極的に環境保全活動に取り組みま
す。
　当社のラミネート加工の事業活動における環境負荷の低減のため、行動指
針を次のように定めます。

環境経営方針

代表取締役社長

　弊社は2007年9月10日にEA21を取得しました。その間には2012年に工場移転、そして
今期50期に社長交代などが有り社員数も取得当時の約倍の40名数名ほどになりまし
た。合同推進室の設立により社内コミュニケーションも充実して３Ｓ,軟包装衛生協議
会,ISO22000の総合的な社内改革が出来るようになりました。全社一丸となって環境に
対する認識向上を広めていき活動を行ってまいります。

横山悟史

2019年9月1日



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

新生紙化工業株式会社

取締役社長　横山　悟史

（２） 所在地
本　　　社 兵庫県尼崎市大浜町2丁目50番地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者及び担当者　環境管理責任者　吉田 貴亮　　 TEL：（06）6430-0721

（４） 事業内容
ドライラミネート加工

（５） 事業の規模
売上高 円

従業員　　　　　 名 名
敷地面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 9 月 1 日 ～ 8 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 新生紙化工業株式会社
対象事業所： 本　　　社
対象外：なし（全社全活動認証範囲）
活動： ドライラミネート加工

本　　　社

3,000

12億

47

2021年9月1日



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・項目責任者の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・活動実施計画書への「達成状況/是正策　・　評価/指示」の記入
・欠席の場合は、事前に報告、又は代理出席をすること

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、合同推進会議の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚全従業員

・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

2021年9月1日

社長 横山 悟史

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

環境管理 責任者

吉田 貴亮
環境事務局

吉田 貴亮
合同推進会議

合同推進室メンバー

合同推進会議

役割・責任・権限

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

部門長

・環境に関する内部監査の実施・報告
・環境に関する内部監査の計画

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

内部監査チーム

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

総務部 生産部 営業部 品質管理部



□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

✕

〇

〇
〇
✕
✕

✕

✕

✕
✕

0.231

1.356 1.610 1.593

原単位

468,861

基準年度比 2020年 98% 109% 96% 95%

ＶＯＣの自主対策
2020年 95% 501% 92%

水道水の削減

211,440

1,156,319

産業廃棄物の削減（廃
プラ）

12,722 12,634

1,189

原単位 kWh/千円

都市ガスによる二酸化
炭素削減

1.677 1.643

kg

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

1,013,544 1,071,128

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量

190,296
基準年度比 2020年 0.9 1.0882047 0.8

㎥ 1,321 1,255 6,621 1,215
基準年度比

0.318

230,090　産業廃棄物排出量 239,120

　一般廃棄物排出量

水使用量 1,320 1,321 6,621

廃棄物排出量

207,700

11,553

（基準年) （目標） （実績） （目標）
評
価

基準値 2022年 2023年 2024年
（目標）

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 501,552 491,521 516,378 481,490 476,475

基準年度比 2020年 98% 103% 96% 95%

483,668 539,389 473,797kg-CO2 493,538

基準年度比 2020年 98% 83% 97%

㎥/千円 0.243 0.238 0.209 0.233

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 18,454 18,085 15,361 17,900

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 1,013,545 993,274 1,071,128 973,187

一般廃棄物の削減
kg 12,722 11,831 12,634 11,831

基準年度比 2020年 93% 99%

グリーンプリンティン
グ

コミュニケーションの
強化、業務改善

93% 90%

148,008

963,052

17,716

11,450

0.7

230,090 169,152

90%

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

行動目標（次項による）

96%



□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2020年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

2020年

2022年

標識の再度見直し・作り直し ×

数値目標 ×

124,275

○
不適合・ロスの削減により無駄な稼働時 ○
8月（使用量が多い）に向けて節制を行う ×

228 20,313
9月 10月 11月 12月 1月

夏季室外機の日よけ対策（簾・水かけ）

20,881 21,651 19,982
258 19,887 20,192 24,281

月一回の実績を掲示板に提示する ○

8月7月6月5月4月3月2月1月12月11月10月9月

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

18,743 11,94618,601
31,862 27,053 18,410

2月

月一回の実績を掲示板に掲示する ○
8月（使用量が多い）に向けて節制を行う △

６月末より週末加工が止まることが徐々に出てきている。忙しさの
ピークは過ぎたようだが原油高などの値上がりが続いているた
め、今後も引き続きできる対策をコツコツと行っていきたい。

184,915 148,667 159,682 168,726 156,647

4月 5月 6月 7月 8月

126,199 122,920

数値目標 × デマンド値が超過し、デマンドが鳴っていることが出てきているた
め日本電気保安協会様立会いのもと監査していただき対策等を検
討する。業務量の増加やコロナの要因により活動自体は停滞して
しまっため来期再始動できるようにしていきたい。

各部屋の電気つけっぱなし防止 ○
不適合・ロスの削減により無駄な稼働時間を減らす○

16,977 24,562 16,592

161,231 146,952 123,512 108,132 99,247 101,972
107,453 105,985 109,857

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

16,592

163,725 147,989 147,248121,566 119,793 163,725
108,505

3月

14,817 12,69019,372 19,37221,992
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自動車燃料による二酸化炭素削減

2020年

2022年

2020年

2022年

一般廃棄物の削減

2020年

2022年

9月 10月

数値目標 ○

・包装資材の再利用（包装紙、フィル ○
・ゴミの分別（空缶・ペットボトル・紙 ○
・不適合・ロスの削減により無駄な稼働 ○

1,053 1,258 1,250 1,147 1,200
1,135 1,137 963 1,049 959

12月 1月11月

12月 1月

・自転車通勤者を増やす

9月 10月

○

・新システム導入によるペーパーレス化 ○

達成状況

数値目標 ×

1月

312 197 420 345 265
440 476 460 538 329

△

2月 3月 4月 5月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

6月 7月 8月

・効率的なルートで配送

9月 10月 11月 12月

尼崎市の一般廃棄物処理も年々厳しくなっているようで、弊社がこ
れまで一般廃棄物として出していたものも今後は産業廃棄物とし
て廃棄しなければならないよう。社内でも周知徹底を行い分別を
しっかりしていきたい。

配送もクレーム等が減少すれば無駄な配送もなくなるため引き続
き注意していきたい。また今期から来期にかけて安全運転管理者
の取得も行っていき運行状況の確認なども行っていく。

・無駄な配送を減らす

11月

○

達成状況

266 223
265 141 292
180

228 263 237 256 247 171 163 259 190
258 294 350 169 162 143 222 261 204

908 1,230 1,071 1,115 855 817
1,018 964 1,095 1,103

1,115

323289 493

取組結果とその評価、次年度の取組計画

98

916

8月

1,215 1,080

2月 3月 7月4月 5月

7月 8月
334

6月

6月

0 362 271 351

2月 3月 4月 5月
318 354 360

204 406

0
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ガソリン（L) 2020年 2022年
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軽油（L) 2020年 2022年
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産業廃棄物の削減（廃プラ）

2020年

2022年

水道水の削減

2020年

2022年

20,520 8,150 24,320 19,390 12,930

達成状況

数値目標 ×
・節水シールの貼り付けとポスター掲示

○
・月一回の実績を掲示板に提示する

22,290 21,410 18,590 18,960 13,670

10月 11月 12月 1月

○

○
・水漏れの目視での確認

達成状況

9月

・荷物運搬等によるキズによるロスの削 ○
・CPをゴミ袋に再利用 ○

8月
16,710 11,880

2月 3月
22,90019,410

315 314 691 691 1,010 741 7411,010

18,960 20,840 21,070 17,710

目標未達成。取り組みはできているが1月から徐々に使用量が大
幅に増加しているので、水道管の漏水が原因かもしれない。まず
は漏水検査を実施して、次年度はもう一度2022年度基準で100%を
目指す。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

17,290 22,640 16,660

203 204 351 350
113

取組結果とその評価、次年度の取組計画

4月 5月 6月

9%増加になり目標未達成。行動目標はおおむね達成できているい
るものの生産量の増加や不適合起因による廃プラ量が増加してい
るものと予測される。次年度は不良ﾛｽを減らし在庫の管理をして
いく。

21,750 16,970
7月

127
1月
11296 97 127

11月
111 111

6月 7月
103 104 110 110

2月 3月 4月 5月 8月9月 10月 12月

22,900

数値目標 ×
・セット方法/貼り合わせタイミング等の
見直しによるロス削減

○

0

500

1,000

1,500

9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月

水道水（㎥） 2020年 2022年

0

10,000

20,000
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産業廃棄物（kg） 2020年 2022年



ＶＯＣの自主対策

グリーンプリンティング

コミュニケーションの強化、業務改善 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

○
0 0
0 0

グリーンプリンティング添付資料（環境 ○ 認証が維持できるよう、次年度も活動は継続します。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

ＶＯＣ抑制方法の採用

合同推進室（ISO・軟衛協）会議の実施

取組結果とその評価、次年度の取組計画達成状況

管理についてはできている。作業環境測定のA/B測定はランクが
下がっていたので原因の究明と改善を計画する。

○ 今年度は合同推進会議は確実に実施して、9月にはISO22000を認
証取得し、同時にISO9001を返上。22000で品質衛生管理を行って
いく。3S・EA21も合同推進会議の中で会議を行っていく。次年度は
SDGｓや在庫管理の検討で生産性工場を目指していく。

EA21委員会の実施 ○
3S委員会の実施 ○

0

糊場の遮断 ○
各号機酢エチの蓋、使用後のウエスの密 ○
酢エチ汲み場の缶切りの蓋の密閉管理の ○
コーターカバーの作成 ○



□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機

化学物質の取り扱い、SDS評価

（指定可燃物）プラスチックフィルム

□外部からの環境上の苦情・要望等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子（詳細は消防提出別紙参照）

第2者監査　製造手順　品質・化学物質含有管理

消防法（危険物）

酢酸エチル
労働安全衛生法

騒音規制法
大気汚染防止法

ＮＯｘ・ＰＭ法
大阪府条例（自動車流入規
制）

フロン排出抑制法

・避難時間　2分　09秒
・今回もABC防災様ご協力のもと、火災報知機の作動や消火訓練（水消火器・ガス消火器）を行った。
・CO₂消火設備の説明および動作デモ（右下写真）

2023/8/10 新生紙化工業（駐車場）

（危険物）酢酸エチル、接着剤の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

今回は初の試みとしてシナリオ（PM8時に火災）を設定し訓練を実施した。

業務用空調機

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

トラック

顧客要求事項

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、廃油等）廃棄物処理法

適用される法規制

37名

特に問題ありません。



□代表者による全体の評価と見直し・指示

実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞
◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境方針

　（社会的情勢、利害関係者の要求等）

◇環境経営目標・計画の達成状況 ◇環境経営目標・環境経営計画

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 □ 変更なし ☑ 変更あり 前年度基準とする　実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□編集後記
社会的にも新型コロナウィルスでの大混乱は生じ、少なからず弊社にも影響は出た。
ただそのような状況を考慮しても今期は委員会としての自覚の乏しさを委員長として感じた。
まず組織として会議の運営を図りつつ委員会内での活動につなげていきたい。その先に社員全員へのEAに
対する意識向上を目指し、メンバーが率先して朝礼や各部署の会議での発言などもできるようになってほし
い。
また今期はGPの更新審査もあるため内容等の見直しを行っていく。

今年度もコロナやロシア・ウクライナ問題など複数の要因により原材料の高騰や電気・ガスなどのエネルギー価格の高騰が目
立った。去年より繁忙期が長く続き受注額は伸びた。環境負荷については電力が目標未達成で売上増から売上高原単位から
は目標達成となった。次年度は社内LED化の検討に入る。都市ガスについては冬場の使用量が増加したが、売上高原単位で
は目標を達成している。水道については使用量が予期せぬ増え方を続けており、漏水の可能性があることから早期に調査を行
う。合同推進室が稼働し社内コミュニケーションの強化、新たに認証取得したISO22000、３S活動、GP、軟包装衛生協議会認定
の活動を総合的に実施していく。また、在庫管理の合理化について社内スペースや外部スペースの考慮して検討していく。そ
の一部をEA２１に取り込みEA２１活動として実施していく。

【前回の指示への取組結果】

合同推進室会議の充実を指示されたことにより対応済。

2023年11月7日

コロナへの対応・エネルギー価格高騰への懸念
BCPへの対応

2019年9月1日改定が最新版
（今回も改定なし）

電力、ガス未達成
水道漏水の可能性
ルールの徹底化が必要である

今年度を基準として実施する

・利害関係者からの苦情・要請等　　ない 変更なし




